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地域在住一般高齢者の
転倒恐怖感と体力測定との関連 
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概　　要

　高齢者の転倒恐怖感と体力測定との関係を明らかにするために，Ａ県の３地区
（海岸地域，中山間地域，離島地域）で調査を行った。その結果，87名のうち37名
が転倒恐怖感を持っていた。年齢，収縮期血圧，拡張期血圧，身長，体重，ウエ
ストでは転倒恐怖感のある群とない群との間には違いは認められなかった。ファ
ンクショナルリーチ，Timed Up & Go Test，10m障害物歩行では，両群に有意な
差が認められた。これらの結果から，高齢者の転倒恐怖感を軽減させるためにバ
ランス能力や移動能力を向上させることの有効性が示唆された。
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Ⅰ．緒　　言

　高齢者における転倒は老年症候群の一つであ
り，介護が必要になる原因の第５位が転倒・骨
折である（厚生労働省，2008）。また，大腿骨
頸部骨折の原因の９割が転倒によるものとされ
ており，現在，骨折・骨粗鬆症予防のためのガ
イドライン（伊木，2004）や，転倒を予防する
ために筋力増強を図ること（加藤，2004），学
際的・包括的アプローチ（亀井，2007）など，様々
な対策が市町村の介護事業などでは講じられて
いる。転倒はその後の転倒恐怖感にも関連して
おり，また，体力の衰えは転倒恐怖感を増す
ことも報告されている（Tiedemann A, 2005）。
転倒恐怖感と体力測定との関連性について検討
し，低下した身体機能を早期に強化させること
は転倒恐怖感の軽減，ひいては老後の生活の質
にも大きな影響を及ぼすと考えられる。
　そこで今回，地域在住一般高齢者を対象に転
倒恐怖感と体力測定との関連を検討したので報
告する。

Ⅱ．用語の定義

転倒恐怖感：Tinettiの定義を用い，「身体の遂
行能力が残されているのにも関わらず，移動や
位置の変化を求められる活動に対して永続した
転倒することへの恐れ」とした。
転倒：故意によらず，足底以外の身体部分が地
面あるいは床につくこととした。

Ⅲ．研究方法

１．調査対象
　Ａ県の３地区（海岸地域，中山間地域，離島
地域）で，2008年９月に「物忘れと栄養，脂肪
酸分析に関する研究」に応募，任意に参加した
地域在住一般高齢者87名（平均年齢73.1±5.2歳，
男性39名，女性48名）である。本研究は「物忘
れと栄養，脂肪酸分析に関する研究」の結果の
一部を用いた。

２．調査方法
　転倒恐怖感と転倒の既往については問診にて
有無を確認した。
　体力測定には，開眼片足立ち，ファンクショ
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ナルリーチ（動的バランス），長座体前屈（柔
軟性），２分間足踏み，Timed Up & Go Test
（椅子に座り，合図により立ち上がり３mの距
離を回って椅子に戻ってきて座るまでの時間を
測定），10ｍ障害物歩行を用いた。

３．分析方法
　調査項目は2008年９月に「物忘れと栄養，脂
肪酸分析に関する研究」の調査時に，会場であ
る公民館（コミュニティセンター），地域の集
会所などで，面接聞き取り法と体力測定を実施
し，データの欠損，脱落がないものを確認し集
計した。
　対象者の背景因子，体力測定値については
「転倒恐怖感有り群」（以下，「有り群」とする）
と「転倒恐怖感無し群」（以下，「無し群」とす
る）の２群において対応のないｔ検定を行った。
転倒経験と転倒恐怖感についてはχ２検定を
行った。統計処理にはWindows日本語版SPSS 

ver.14.0 Jを用い，危険率p<0.05を統計学的有
意とした。

４．倫理的配慮
　本研究では個人情報に関することが多いの
で，人権および利益の保護の取扱いについては
十分配慮した。対象者には，本研究実施に先立
ち研究主旨について詳細に説明した。また，参
加の自由，途中，辞退の自由が保障されること，
得られたデータは匿名化されたまま厳重に保存
され，原則としてこの研究のみに使用すること
について，口頭，文書にて調査当日に説明し，
研究への同意を得た。
　本研究は，事前に島根県立看護短期大学（現
島根県立大学短期大学部）研究倫理審査委員会
において研究の審査，承認を受けて実施した。
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表１　転倒恐怖感の有無での背景因子の比較

表２　転倒恐怖感の有無での体力測定値の比較
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Ⅳ．研究結果

　「有り群」は37名（男性９名，女性28名），「無
し群」は50名（男性30名，女性20名）であった。
　対象者の背景因子について転倒恐怖感有無別
に，表１に示す。平均年齢，収縮期血圧，拡張
期血圧，身長，体重，ウエストについて両群間
で有意差を認めなかった。
　表２に体力測定値について転倒恐怖感有無別
に示した。ファンクショナルリーチ（p<0.01），
Timed Up & Go Test（p<0.05），10ｍ障害物
歩行（p<0.01）で有意差を認めた。
　また，転倒恐怖感有無別で，転倒経験を調べ
たところ，表３のように特に有意差は認められ
なかった。

Ⅴ．考　　察

　Rubensteinは転倒に関する危険因子のメタ
アナリシスにおいて，筋力低下，バランスの欠
如，歩行障害，視力障害，移動障害，認知機能
障害，ADL障害，起立性低血圧などの因子を
示し，その中でも筋力低下，バランスの欠如，
歩行障害は，他のどの研究でも一致する因子と
して報告している（Rubenstein, 2000）。我々の
研究では，動的バランス能力の指標とされてい
るファンクショナルリーチ，総合的な移動能力
の指標とされているTimed Up & Go Test，お
よび敏捷性・協応性・平衡性などの指標とされ
ている10ｍ障害物歩行において，「有り群」で
は有意にデータが低下していた。このことは「有
り群」における転倒の危険性を示唆するもので
ある。
　Tinettiによると，転倒を経験した高齢者の多
くが転倒に関する恐怖感，すなわち転倒恐怖感
を抱き，日常生活を行う能力があるにも関わら

ず，活動の制限やQOLの低下を招き，身体機
能の低下を引き起こすために，より転倒の危険
性が高くなることが指摘されている（Tinetti，
1990）。今回の我々の研究では，転倒恐怖感の
有無は転倒の有無とは関連がなかったものの，
ファンクショナルリーチ，Timed Up & Go 
Test，10ｍ障害物歩行において有意差があり，
バランス能力，移動能力の低下が転倒恐怖感と
密接に関連していることが伺える。さらに，近
藤らは「在宅高齢者の転倒恐怖」で，高齢者の
転倒恐怖に関する国外の研究をまとめており，
それによると，１）転倒恐怖は, 転倒未経験で
あっても，在宅高齢者の日常的かつ深刻な恐怖
である。２）転倒恐怖は，高齢者の活動を限定
し，対人交流を減少させ，QOLを脅かす。３）
転倒恐怖は転倒の結果であると同時に転倒の予
測因子となっている。４）転倒恐怖の原因は転
倒経験以外にも指摘されているとしている（近
藤，1999）。つまり，今回の研究の対象者の場
合は，身体機能の低下が誘因となって転倒恐怖
感を起こしていると考えられ，一般的に考えら
れている，転倒経験が誘因となって転倒恐怖感
を惹起するというプロセスではない可能性もあ
ることが示唆される。
　現在までの所、転倒恐怖の治療がいくつか提
案されているが，治療効果に関する研究はない
とされている（近藤，1999）。本研究の結果から，
治療という意味でバランス能力，移動能力を改
善することは，転倒恐怖感を軽減させ，ひいて
は高齢者の閉じこもりや対人交流の減少を予防
するために有効な手段となる可能性がある。ま
た，転倒による外傷の有無に関係なく，転倒経
験そのものがその後の自信喪失や，歩行時の不
安などを引き起こし，日常の活動性の低下，活
動範囲の制限が生じやすくなる「転倒後症候群
（post fallsyndrome）」が生じることも問題とな
ると指摘されている（鈴木，2000）。このよう
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表３　転倒恐怖感の有無での転倒経験の比較
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な「転倒後症候群」についても，転倒経験を誘
因として新たな転倒を引きおこすという悪循環
（転倒の経験が誘因となり、転倒恐怖が惹起さ
れることで引きこもりにつながる。引きこもり
が継続することで体力低下を招き、新たな転倒
につながる）を断ち切る方法として，低下した
身体機能を改善することの意義は大きいと思わ
れる。
　各地の転倒予防教室などにおいては，今まで
は転倒経験の有無から転倒恐怖感が起こるとい
う考え方から，体力向上についての検討がされ
てきた。しかし，今後は転倒経験だけにとらわ
れず，バランス能力や移動能力の低下した者に
対して積極的に転倒予防教室に参加するように
呼びかけていくことが重要であると思われる。

Ⅵ．結　　論

　地域在住一般高齢者を対象に，転倒恐怖感と
体力測定との関連を検討したところ，転倒恐怖
感はバランス能力，移動能力と関連している可
能性が示唆された。また，転倒恐怖感がある者
に転倒の危険性が示唆された。したがって，高
齢者の転倒予防の視点から，転倒恐怖感の軽減
のためにバランス能力，移動能力の改善が有効
であると思われる。
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Physical Correlates of Fear of Falling:
Among Older Adults

Ichie MATSUMOTO, Kazuya YAMASHITA, Kazumi TAWARA,

Masanori KATAKURA＊, Michio HASHIMOTO＊, Setsushi KATO＊2

Abstract： Fear of falling is the most common reported fear among older adults. 
Nevertheless, little is known about the correlation between fear of falling and physical 

power.  OBJECTIVE: To investigate the relationship between physical functioning and 

fear of falling.  METHODS: 87 community-dwellers aged 65 years or older, recruited 

in three separate rural towns (fishing area, mountain area and a solitary island area) 

in Shimane, were studied using measures of fear of falling, physical functioning and 

depression.  RESULTS:  Of the 87 subjects, 37 older adults had a fear of falling.  There 

were no significant differences between physical functioning and depression in a 

previous history of a fall or falls.  There were also no signifi cant differences between 

age, depression, time of standing on one-foot, sit-and-reach, 2-minute Step Test in a 

previous history of a fall or falls.　However, fear of falling correlated significantly 
with the functional reach test, the 10m Walk Test, and the Timed "Up & Go" Test.  

CONCLUSION: It is suggested that improving balance control and movement ability can 

decrease fear of falling among older adults.

Key Words and Phrases：Community-dwellers older, Physical Correlates,

　　　　　　　　　　　  Fear of Falling
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